
さわや
かな秋風が心地よく感じられますね

20
2
3
 N
o.2

9４

 

農作物等盗難防止パトロール

岩舟露地ブドウ品評会

新総代５３６名が誕生

　　…２
　　…３
…４～５

毎月18日は「３食ごはんの日」
実りの秋到来　身も心も満腹に

 

大好評の炭酸まんじゅう作り 今年も開催（藤岡地区女性会）
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近
年
、
Ｊ
Ａ
し
も
つ
け
で
農
作
物
盗
難

が
発
生
し
、
農
業
者
個
々
の
防
犯
対
策
は

も
と
よ
り
、
地
域
全
体
と
し
て
の
防
犯
意

識
の
醸
成
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
当
Ｊ
Ａ
は
本
年
度
よ
り
栃
木
市
、

壬
生
町
、
栃
木
警
察
署
、
県
下
都
賀
農
業

振
興
事
務
所
、
県
農
業
共
済
組
合
と
「
Ｊ

Ａ
し
も
つ
け
地
区
農
産
物
等
盗
難
防
止
対

策
推
進
協
議
会
」
を
発
足
し
ま
し
た
。

　

８
月
30
日
、
同
協
議
会
主
催
の
初
め
て

の
活
動
と
し
て
、
ブ
ド
ウ
生
産
者
を
対
象

と
し
た
防
犯
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

生
産
者
、
同
協
議
会
関
係
者
、
Ｊ
Ａ
役
職

員
ら
約
１
０
０
人
が
参
加
。
管
内
の
ブ
ド

ウ
産
地
で
あ
り
、
ブ
ド
ウ
の
最
盛
期
を
控

え
た
３
地
区
（
大
平
・
藤
岡
・
岩
舟
）
で
、

ブ
ド
ウ
出
荷
に
訪
れ
た
生
産
者
へ
警
察
官

や
Ｊ
Ａ
職
員
が
「
農
作
物
盗
難
防
止
推
進

チ
ラ
シ
」
を
配
布
し
、
農
作
物
盗
難
に
対

す
る
注
意
喚
起
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

大
平
地
区
ブ
ド
ウ
集
荷
場
で
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
出
発
式
を
開
い
た
後
、
３
地
区
（
大

平
・
藤
岡
・
岩
舟
）
に
分
か
れ
、
ブ
ド
ウ

の
ほ
場
周
辺
を
巡
回
し
ま
し
た
。

盗難防止合同パトロールを実施

ブドウ生産者にチラシを配り農産物盗難被害
への注意を呼び掛けるＪＡ職員と警察官

大平地区ほ場巡回の様子

農
作
物
等
の
盗
難
被
害
防
止
の
た
め

「
協
議
会
」を
発
足

特 集

しもつけ ₂
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　この「トップ・コラム」コーナーでは、昨年度は常勤役員・室部長等が月替
わりで登場していましたが、今年度は地区役員等が、地域農業・ＪＡについて
「今」の「思い」を組合員さんに向けて発信していきます。

Top Column
　私は、地元岩舟地区で切り花（お盆、秋彼岸向け）、とうもろこし等を市場や直売所へ出荷販売して
おり、役員に選任されて１期３年目を迎えます。
　さて、農業を取り巻く環境は高齢化による担い手不足で、基幹的農業従事者が年々減少、その平均年
齢も上昇している状況です。また、農地の維持・管理ができず耕作放棄地が増加しつつあります。
　さらに、長引くコロナ禍やロシアによるウクライナ侵攻、円安などの影響により、食料を生産するの
に不可欠な燃料や肥料、飼料、生産資材等が高騰し、農家の経営を著しく圧迫しています。昨今、気に
なることは、日本の食料自給率の低迷です。日本は、食料の多くを輸入に頼り続けております。世界的
な異常気象で自然災害が多発したり、人口増加が予測される中で、不断の食料自給率向上が重要である
と思います。現在、「食料・農業・農村基本法」の見直しが議論され「食料の安全保障」「農産物の適
正な価格形成」がなされることに期待したいと思います。

　このような状況下にあって、JAしもつけでは、６地区営農経済センターを北部と南部の２拠点化する機構再編が第24回通
常総代会で承認されました。これらの営農経済事業改革を一歩一歩確実に積み上げて「実行」していくことで、組合員から
より一層信頼されるJAになると確信しております。そのためには、JAの役職員が同じ方向を向き、一丸となることが大切で
す。特に、目標を見える化（数値化）することで、PDCA（計画・実行・評価・対策）サイクル管理を今以上に充実させてい
くことが、ひいては組合員サービスの強化につながると考えています。
　これからも「組合員のためのJA」「地域にならなくてはならないJA」であるために、組合員に寄り添い、組合員の意見や
ニーズを事業運営に反映させていくとともに、地域農業の持続的な発展に努めていきたいと思います。

岩
舟
町
ぶ
ど
う
生
産
出
荷
組
合
が

　
　
　
　
露
地
ブ
ド
ウ
の
品
評
会

最優秀賞に野口さん
　

岩
舟
町
ぶ
ど
う
生
産
出
荷
組
合
は
９
月
２
日
、
岩
舟
地
区
青
果
物
一
元
集
出
荷
所
で

２
０
２
３
年
産
露
地
ブ
ド
ウ
の
品
評
会
を
開
き
ま
し
た
。
生
産
者
27
人
が
種
あ
り
巨
峰
33
点
、

種
な
し
巨
峰
６
点
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
16
点
の
延
べ
55
点
を
出
品
。
野
口
浩
志
さ
ん
が
出

品
し
た
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
が
最
優
秀
賞
（
知
事
賞
・
東
一
宇
都
宮
青
果
社
長
賞
）
に

輝
き
ま
し
た
。

　

同
組
合
は
、
栽
培
技
術
向
上
と
研
鑽
を
目
的
に
毎
年
こ
の
時
期
に
同
様
の
品
評
会
を
開
催
。

よ
り
高
品
質
な
ブ
ド
ウ
を
生
産
・
出
荷
す
る
生
産
者
を
表
彰

す
る
こ
と
で
、
生
産
意
欲
を
刺
激
し
、
さ
ら
な
る
産
地
の
維

持
・
発
展
に
つ
な
げ
た
い
考
え
で
す
。

　

審
査
は
、
県
下
都
賀
農
業
振
興
事
務
所
の
職
員
１
人
、
検

査
員
２
人
、
Ｊ
Ａ
職
員
３
人
の
合
計
６
人
が
担
当
。
色
や
房

型
、
粒
の
大
き
さ
な
ど
７
項
目
の
基
準
で
審
査
し
、
審
査
員

の
合
計
点
数
で
総
合
的
に
評
価
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
そ
の
他
の
入
賞
者
と
出
品
品
種
に
つ
い
て
は
上
記

の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）
。

最優秀賞 知事賞・東一宇都
宮青果社長賞 野口　浩志（シャインマスカット）

優 秀 賞
全農とちぎ賞 佐山　猛夫（種なし巨峰）
ＪＡしもつけ賞 小林　保治（シャインマスカット）

優 良 賞 ぶどう組合賞
小野　達也（種あり巨峰）
小林　清美（種あり巨峰）
小林　三郎（種あり巨峰）

２０２３年産露地ブドウ品評会受賞者

入賞された皆さん、この度はおめでとうございます

審査に臨む審査員ら

岩舟地区筆頭理事
佐山　正男

しもつけ3



小
川　
　

忠

竹
澤
ケ
イ
子

川
田　

知
良

木
村　

幸
雄

岸　
　

幾
夫

田
畑　

和
江

立
岡　
　

明

日
向
野
良
男

片
柳　
　

勉

片
柳　
　

裕

熊
倉　

正
行

髙
岩　

富
夫　

猿
山　

芳
弘

鈴
木　

真
之

篠
木　

左
一

寺
内　

一
雄

増
山　

利
夫

前
橋　

正
明

藤
沼　

仁
民

荒
井　

光
夫

新
総
代
５
３
６
名
が
誕
生

　
Ｊ
Ａ
し
も
つ
け
の
総
代
選
挙
は
、
定
款
附
属
書
総
代
選
挙
規
程
に
よ
り
立
候
補
な
ら
び

に
推
薦
届
を
受
け
付
け
、
９
月
15
日
に
締
め
切
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
届
出
数
が
定
員
と
同
数
と
な
り
、
全
員
が
無
投
票
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
９
月
30
日
ま
で
の
３
か
年
。
総
代
は
、
総
代

会
を
構
成
し
、
総
会
に
代
わ
る
最
高
意
思
決
定
を
行
い
ま
す
。
（
敬
称
略
）

特集
日
向
野
一
男

日
向
野
和
美

森
戸　

一
義

森
戸　

忠
雄

早
乙
女
芳
市

野
尻　

恵
子

長　
　

全
高

大
貫　

光
一

長　
　

貞
一

渡
辺　

浩
美

森
谷　

昌
敏

谷
中　

克
己

篠
原　

康
夫

荒
川　

貞
夫

猪
瀬
由
紀
夫

荒
川　

和
男

森
田　

和
幸

早
川　

昌
昭

永
井　

克
明

篠
原　

典
子

高
田　

紀
一

岸　
　

克
信

島
田　

茂
穂

大
関　
　

修

髙
田　
　

稔

栃
木　

一
郎

飯
島　

義
光

内
藤　

俊
夫

出
井　

英
夫

佐
藤　

博
之

島
田　

好
夫

森
戸　

一
清

出
井　

啓
友

出
井　

正
直

柏
﨑　

尚
人

田
中
英
千
子

佐
藤　

勝
男

古
山　
　

隆

鶴
見　
　

智

別
井　

賢
一

赤
間　
　

茂

立
川　

利
一

高
橋　

正
明

入
野　

好
市

小
倉　

正
好

早
乙
女
康
夫

若
色　

武
男

長　
　

康
夫

鶴
見　

久
徳

猿
山　

芳
昭

新
村　

忠
央

渡
邊　

栄
三

別
井　

久
男

栃
木　

孝
雄

早
乙
女
清
美

坂
本　
　

弘

関
口　
　

誠

細
川　
　

茂

蓼
沼　

定
男

小
林　
　

健

荒
川　
　

清

田
村　
　

稔

山
口　

明
夫

寺
内　
　

誠

栗
原　

利
幸

落
合　

一
夫

落
合　

貞
夫

島
田
幸
一
郎

髙
杉　

昌
夫

白
沢　

栄
幸

峯
岸　

善
裕

赤
羽
根
宜
子

縫
村　
　

栄

髙
田　

春
枝

髙
久　

靖
男

熊
倉　

道
雄

横
地　

祐
之

三
浦　
　

弘

橋
本　

雄
一

関
口　

康
則

関
口　

茂
男

藤
掛　

俊
一

渡
辺　

茂
男

麦
倉　

正
美

大
橋　

雄
一

寺
内　

一
基

関
口　
　

保

寺
崎　

賢
志

栗
原　
　

誠

岩
出　

富
男

関
口　

義
秀

野
原　
　

高

関
口　

國
男

正
田　

秀
雄

鈴
木　

孝
二

阿
部　

三
男

片
柳　
　

孝

太
田　

勲
夫

中
島　
　

実

壁
谷　
　

茂

田
名
網
光
男

大
阿
久　

勇

関
口　

法
光

関
口　

清
美

中
島　

良
治

臼
井　

昭
夫

関
口　

一
好

板
橋　

典
男

杉
江　
　

登

田
島　

和
明

大
川　

徳
一

大
川　

祐
二

渡
辺　

正
男

関
口　
　

清

癸
生
川
賢
二

久
我　

敏
夫

野
中　
　

登

岩
﨑　

昭
雄

森
戸　
　

智

野
尻　

一
夫

大
塚　

光
吉

藤
掛　

隆
夫

福
島　
　

実

酒
巻　

政
雄

髙
久　
　

馨

横
倉　
　

豊

岡
田　
　

茂

臼
井
二
三
男

癸
生
川
年
昭

厚
木　

惠
則

宇
賀
神
幸
夫

毛
塚　
　

浩

飯
嶋　

一
重

飯
島　

正
夫

唐
木
田
参
造

山
井　

洋
明

川
津　

正
弘

大
橋
美
千
代

大
橋　
　

智

大
橋　

孝
男

渡
辺　

佳
則

大
橋　

嘉
孝

川
津　

仁
司

藤
平　

享
史

青
木　

民
夫

茅
島　

淳
二

安
生　

保
幸

若
林　
　

亮

青
木　

榮
二

髙
田　

敏
子

荒
井　

英
子

落
合　
　

正

関
口　

清
治

毛
塚　
　

誠

早
乙
女
和
夫

大
出　

弘
子

廣
澤　

清
一

砂
川　

光
一

石
川　

幸
雄

直
井　

英
雄

舘
野
正
一
郎

青
木　

広
子

関
根　

祥
隆

狐
塚　

友
宏

狐
塚　

利
行

大
塚
榮
久
夫

斉
藤　

昌
已

長　
　

正
弘

川
俣　

好
司

首
長　
　

勉

篠
原　

陽
子

篠
原　

由
美

青
木　

義
和

篠
原　

眞
一

早
乙
女
喜
一

鳩
山　

良
之

中
村　

和
男

沼
尾　

行
夫

加
藤
富
美
子

加
藤　

紀
夫

小
田
垣
喜
昭

早
乙
女
新
寿

渡
辺　

佳
彦

青
木　

一
宏

菱
沼　
　

清

國
分　

政
好

板
垣　

貴
則

毛
塚　

誠
一

毛
塚　

朝
男

生
澤　

幸
雄

籠
谷
富
美
雄

山
田　

重
徳

富
田　

京
志

安
野　

英
男

大
出　

英
夫

福
富　
　

昇

関
口　

正
一

軍
司　

重
信

野
口　
　

豊

田
中　

清
次

菅
沼　

智
仁

前
澤　
　

隆

稲
田　

菊
二

若
菜　

孝
子

若
菜　
　

博

若
菜　

良
友

生
澤
ひ
ろ
み

青
木　

利
之

廣
瀬　

茂
男

田
名
網
基
晴

倉
持　

輝
久

田
名
網　

満

田
名
網
宏
樹

船
田　

正
一

須
藤　
　

忠

野
原　

治
夫

猿
山　
　

功

野
原　

良
江

平
本　
　

勲

松
島　

忠
治

河
田　
　

一

川
田　

良
江

熊
倉　

宏
至

熊
倉　

敏
明

三
苫　

秀
夫

杉
田　

勇
二

猿
山　

義
昭

小
林　

昭
夫

岩
﨑　

孝
子

【
第
１
区
・
栃
木
東
地
区
】

          

（
総
代
数 

74
名
）

【
第
２
区
・
栃
木
西
地
区
】

          
（
総
代
数 

77
名
）

【
第
３
区
・
都
賀
地
区
】

          

（
総
代
数 

54
名
）

【
第
４
区
・
大
平
地
区
】

          

（
総
代
数 

73
名
）

しもつけ ₄



山
田　

義
久

須
藤　

時
夫

近
藤　

定
男

富
田　

克
己

富
田　

正
幸

猪
俣　

定
一

須
藤
喜
八
郎

砂
岡　

勇
次

森
田　
　

浩

吉
澤　

敏
男

野
原　

豊
次

玉
田　

安
正

大
須　

明
男

黒
須　

正
己

代
田　

久
子

海
老
沼
秀
夫

石
原
謙
太
郎

石
塚　

千
鶴

小
森
谷　

準

大
出　

秀
子

今
井　

辰
也

石
塚　

康
夫

新
籾　

唯
雄

柴
田　
　

治

柴
田　

和
男

中
島　

芳
春

小
林　

和
夫

小
林　
　

茂

小
島　

靖
夫

上
岡　

靜
一

上
岡　

隆
士

大
谷　
　

朗

上
岡　
　

武

上
岡　

一
博

上
岡　

和
久

田
村　

英
一

福
地　

幸
夫

川
島　

久
幸

川
島　

正
好

小
林　

一
豊

石
塚　

宏
幸

荒
川　
　

正

飯
塚　

和
男

小
関　

一
明

小
関　
　

昇

山
岸　

和
夫

飯
塚　
　

豊

永
島　
　

巌

谷
津　

一
彦

上
岡　

京
子

上
岡　

利
成

吹
澤　
　

弘

髙
久　

正
子

川
島　

邦
夫

日
髙　

明
洋

塚
田　
　

勝

塚
田　

仁
久

髙
際　

誠
一

山
田　
　

実

金
子　

栄
三

藤
沼　

重
美

小
野　
　

正

手
呂
内
一
和

小
田
垣
一
夫

宇
賀
神
喜
好

五
月
女
美
之

福
田　
　

努

大
島　
　

功

石
川　

行
夫

町
田　
　

光

田
中　
　

博

秋
山　
　

茂

山
士
家
芳
光

海
老
沼　

勝

海
老
沼
三
江

海
老
沼
日
出
吉

横
田　
　

隆

横
田　

一
雄

小
井
沼　

弘

船
田　

定
夫

海
老
沼　

登

山
中　
　

栄

松
本　

直
巳

石
山　

一
男

田
熊　

豊
和

毛
塚　

高
司

櫻
井　
　

勝

猪
瀬　

一
男

瀬
下　

知
也

稲
葉　

青
史

佐
山　

利
夫

川
俣　

和
美

佐
山　

治
己

栗
原　
　

弘

渡
邉　

俊
江

大
橋　

弘
一

海
老
沼
文
男

大
槗　

幸
子

瀧
田　

明
彦

小
倉　

茂
雄

石
塚
美
枝
子

加
藤　

豊
治

石
塚　

文
雄

石
塚　
　

明

大
島　
　

昇

針
谷　

好
正

関
塚　

明
夫

水
野　

栄
咲

池
田　

好
一

荒
川
正
一
郎

石
田　

厚
子

柿
沼
誠
一
郎

田
中　
　

修

山
市　

武
利

田
中　
　

徹

田
口　

利
行

森　
　

政
一

鈴
木　

繁
雄

田
名
網　

清

長
谷
川
光
男

小
倉　

弘
好

間
明
田
晴
彦

山
川　

儀
浩

川
中
子
康
夫

粕
尾　
　

実

粕
尾　

栄
恵

髙
岩　

清
見

荒
川　

芳
光

葭
葉　

佳
宏

神
永　

一
之

鈴
木　

直
男

荒
川　

文
雄

小
野
口
安
明

青
栁　

一
茂

平
川　

京
子

倉
井　

由
治

須
藤　

裕
一

鈴
木　

晋
久

山
川　

浩
一

戸
﨑　

順
司

戸
﨑　

隆
章

高
橋　

祐
一

須
釜　
　

豊

乙
坂　

勇
一

木
村　

次
郎

大
垣　

幸
一

軽
部　
　

努

出
井　
　

透

田
辺　

成
洋

田
辺　
　

昇

伊
藤　

一
夫

梁
島　

源
智

鯉
沼　

正
男

坂
田　

喜
一

阿
久
津
喜
八

落
合　

正
男

熊
倉　

英
吉

鯉
沼　

諭
志

篠
原　

英
男

益
田　

英
雄

板
子　

智
行

青
木　

茂
久

青
木　
　

豊

奈
良　
　

勇

落
合　

勝
之

荒
川　

広
幸

荒
川　
　

勇

落
合　

章
男

篠
原　

隆
秀

鈴
木　

茂
夫

木
野
内
佳
代
子

田
中　

忠
男

大
栗　

明
夫

高
橋　

和
男

荒
川　
　

一

大
槗　
　

功

山
崎　

建
一

刀
川　

利
夫

田
村　

一
雄

刀
川　

博
之

鈴
木　
　

繁

田
中　

春
彦

赤
羽
根
勇
夫

大
久
保
俊
男

山
中
二
三
男

森
田
百
合
子

中
川　

芳
夫

中
川　

政
夫

別
井　

正
男

粂
川　

米
子

廣
澤　

一
雄

大
塚　
　

勇

大
垣　

良
幸

中
村
慎
之
介

木
村　

保
子

入
江　

高
男

荒
川　

幸
雄

荒
川　

貴
志

齊
藤　

一
男

渡
辺　

敏
孝

渡
辺　

正
明

川
津　

清
孝

粂
川　
　

栄

日
下　

幹
夫

篠
﨑　

一
男

刀
川　

孝
子

田
中　

丈
也

髙
山　

文
雄

石
村　

創
一

早
乙
女
サ
ク
子

髙
山　

長
治

富
田　
　

裕

田
中
正
太
郎

尾
林　

善
一

秋
山　

悦
男

戸
澤　

明
子

栗
原　

裕
一

新
井　

英
世

間
中　

啓
治

永
島　
　

勇

永
島　

清
貴

茂
呂　

幸
司

栃
木　
　

誠

栗
原　

茂
美

栃
木　

茂
男

三
柴
千
代
子

斎
藤　

友
之

佐
山　

君
子

佐
山　

和
也

佐
山　

佳
雄

葛
生　

佳
利

葛
生　

信
行

西
川　

里
枝

小
島　

茂
夫

熊
倉　

晴
代

渡
辺　

和
敏

渡
辺　

亨
男

苗
木　

利
之

山
田　

安
利

髙
橋　

貞
雄

渡
邊　

文
夫

渡
邊　

一
四

柴
﨑　

昌
美

舩
田　

信
吾

針
谷　

博
幸

針
谷　
　

勝

小
林　

優
子

栃
木　

正
行

小
林　

崇
男

鈴
木　

健
司

鍋
山　

幸
市

吉
村　

幸
治

坂
本　

邦
雄

鈴
木　

善
男

荒
井　

サ
ク

川
鍋　

純
一

大
豆
生
田
久
雄

押
山　

好
成

五
十
畑
純
孝

飯
島　

利
夫

大
島　

愛
子

小
松
原　

清

大
島　

春
夫

宮
崎　
　

章

小
久
保
茂
雄

寺
内　

国
雄

越
沼　
　

勲

熊
倉　

精
一

金
田　

健
二

恩
田　

孝
子

鯉
沼
誠
一
郎

川
島　
　

寛

深
津　

富
男

山
野
井
晴
男

【
第
５
区
・
藤
岡
地
区
】

          

（
総
代
数 

88
名
）

【
第
６
区
・
壬
生
地
区
】

          

（
総
代
数 

94
名
）

【
第
７
区
・
岩
舟
地
区
】

          

（
総
代
数 

76
名
）

中
田　
　

登

中
田　

睦
夫

山
崎　

仁
一

山
市　

雅
之

中
山　

彦
三

山
崎　
　

孝

永
島　

正
夫

杉
本　

広
司

熊
倉　

芳
枝

小
島　

義
男

江
田　

久
男

山
中　

福
美

江
田　

正
巳

　

総
代
は
、
組
合
員
の
代
表

と
し
て
総
代
会
を
構
成
し
、

定
款
の
変
更
、
規
約
及
び
主

た
る
規
程
の
変
更
・
廃
止
、
事

業
計
画
の
設
定
、
理
事
及
び

監
事
の
報
酬
、
事
業
報
告
書
、

貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書

及
び
剰
余
金
処
分
な
ど
の
事

項
を
審
議
・
決
定
す
る
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
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　このコーナーでおしゃべりをしませんか。農作業のこと、子育てのこと、介護のこと、またＪＡについてのご意見など、
今感じていることや思っていることをお便り下さい。　（掲載できない場合もあります）

とちぎテレビの人気番組
「イブ６プラス」に生出演

　岩舟町静和梨生産出荷組合の葛生信行副組合長が８月 30日、「と
ちぎテレビ」の人気情報番組「イブ６プラス」に生出演しました。Ｊ
Ａグループ栃木が同局と進めるタイアップ企画の一環で、同番組内の
「ＪＡからこんにちは！旬のとちぎ」コーナーに生出演と視聴者プレ
ゼントを提供することで、旬を迎えた同地区産梨の魅力を消費者にア
ピールしました。

生出演に向けてリハーサルに臨む出演者

旬の梨を消費者にＰＲ

　今年は暑い日が続きましたが、適度
な降雨と十分な日照により例年よりも
糖度が高い梨が生産できました。私た
ちの栽培した梨を１人でも多くの消費
者に味わってもらいたいです。

葛生副組合長コメント

　栃木／Ｔ・Ｈさん／６９歳／女性
　広報誌を届けてくださりありがとうございます。わが家の梅
の木の幹は途中が空洞になり、枯れてしまいそうですが、今年
も10㎏近く梅をとることができました。例年なら塩漬けで梅干
にするのですが、今年はＪＡさんの「らっきょう酢」とシソで
梅干を漬ける方法を知人から教わりました。子どもが喜ぶ梅干
ができ、孫たちにも送りました。カビの心配もなく、おすすめ
の方法です。
　　　　
　Ａコープ商品を手にとっていただき誠にありがとうございます。らっ
きょう以外の使い道があるとは驚きました！ほかにもどんな料理に合う
のかなと研究したくなります。料理をすることがさらに楽しみになりま
すね。

　大平／Ｓ・Ｓさん／７３歳／女性
　子ども２人から、どこか気分転換に旅行で
も行かない？と、とても嬉しい一言を言われ
ました。コロナになってから出掛けていませ
んでしたが、体力のことを考えると少し心配
です。近場を選んで楽しんで出掛けてこよう
と思っています。

　　　　
　それは嬉しいお誘いですね。最近またコロナウ
イルスが増えつつあるそうなので、ご自身の体力
と相談をして、無理はしない範囲で楽しんできて
ださい！

しもつけ ₆



　はじめは、鎌の扱いが不安でしたが、１株刈れた
瞬間は、とても感動しました。今後、もっとお米を
大切に食べようという気持ちが芽生えました。

　栃木／Ｙ・Ｋさん／６０歳／女性
　今年の夏は暑かったですね。青い空にもくもくの入道雲を見ると、無邪気だった子ども時代に戻った気持ちにな
ります。絵心のある人なら、この雲の絵を描いてみたくなります。残念ながら、私には描くのは無理だなと思いま
したが、秋の夕やけも好きなので楽しみに過ごしたいです。

　私もふと空を見上げて、雲を見る時間がとても好きです。雲が動いているのをじっくりと見ていると、時がゆっくり過ぎ、
穏やかな気持ちになれます。雲の形が何に似ているかを考えることも楽しみの 1つです。

　都賀／Ｔ・Ｎさん／６２歳／女性
　９月上旬、久しぶりに小山で映画を鑑賞してきまし
た。私は１２３本目の出演の女優さんの映画をみたい
と思い、私の息子も息子役の大ファンなので、誘って
２人で鑑賞しました。泣いて笑って心がほっこり！！
ゆっくりな時間を過ごすことができました。

　素敵な家族時間の過ごし方ですね。誰かと一緒の時間
を共有できることは本当に素晴らしいことですよね。私も
ぜひ、Ｔ・Ｎさんが見た映画の感想を共有してみたいです。

稲刈りに励む児童たち

児 童のコメント

　栃木市立大平中央小学校の
５年生児童94人は９月11日、
同校近くの水田で稲刈体験学
習に臨みました。「あらい水と
緑の会」の関係者ら約20人が
指導。同校では、稲作体験を
「総合的な学習」の一環として
実施しました。田植えから収
穫、食卓に並ぶまでの流れを
学び、食に対する理解を深め
ることが狙いです。５月に約８
ａの水田に植えた「ミルキーク
イーン」を収穫しました。
　児童らは、最初は慣れない
鎌の扱いに戸惑いながらも、
徐々に慣れ、同会の会員の指
導のもと、一生懸命に稲刈り
作業を進めました。

栃
木
市
立

　

大
平
中
央
小
学
校

５月に田植えした
「ミルキークイーン」ついに収穫

　藤岡／Ｔ・Мさん／５０歳／男性
　先月号の表紙のカボチャは見事な出来ですね。わが
家のカボチャは暑さのせいか、不出来で残念です。来
年こそは‼

　今年の夏は暑い日が続いたため、農作物等に影響がで
た方が多いと耳にしました。太陽の光が好きな植物たち
も今年は暑さに参ってしまったみたいですね。来年こそ、
Ｔ・Ｍさんの満足のいくカボチャが実ることを願ってい
ます！

しもつけ₇
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スマホアプリの操作方法を学ぶ
ＪＡしもつけ女性会

　

Ｊ
Ａ
し
も
つ
け
女
性
会
は
８
月
25
日
、
ア
プ
ロ

ニ
ー
で
本
部
役
員
を
対
象
と
し
た
「
Ｊ
Ａ
ス
マ
ホ

教
室
」
を
開
き
ま
し
た
。
本
部
役
員
、
Ｊ
Ａ
職
員

ら
16
人
が
参
加
。
２
０
２
１
年
か
ら
同
教
室
を
開

催
し
て
お
り
、
ス
マ
ホ
の
基
本
操
作
に
つ
い
て
習

得
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
無
料
通
話
ア
プ
リ
「
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
の
応
用
編
を
学
び
ま
し
た
。

　

同
教
室
は
、
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
利
活
用
が
必
須
と
な
る
中
、
Ｊ
Ａ
が

組
合
員
ら
向
け
の
教
室
を
開
く
こ
と
に
よ
り
、
組

合
員
・
地
域
住
民
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
寄
与
す
る
こ

と
が
狙
い
で
す
。

講師からスマホの操作を学ぶ女性会役員

新役員体制発足
ＪＡしもつけニラ部会第16回通常総会

　

Ｊ
Ａ
し
も
つ
け
ニ
ラ
部
会
が
９
月
４
日
、
栃

木
市
で
第
16
回
通
常
総
会
を
開
き
ま
し
た
。
部

会
員
、
県
職
員
、
市
場
関
係
者
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

役
職
員
ら
43
人
が
出
席
。
上
程
さ
れ
た
５
議
案
す

べ
て
を
承
認
し
た
中
で
、
役
員
改
選
を
行
い
、
新

部
会
長
に
椎
名
博
さ
ん
（
大
平
）
を
選
任
し
ま
し

た
。
な
お
、
そ
の
他
の
新
役
員
氏
名
と
所
属
支
部

に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

　

副
部
会
長　
　

岩
﨑　

雅
道
（
北
部
）

　

会　

計　
　
　

橋
本　
　

昇
（
壬
生
）

　

監　

事　
　
　

佐
山　

治
己
（
藤
岡
）

　
　

同　

農
事
組
合
法
人
ま
が
の
し
ま
（
岩
舟
）新役員とともに挨拶に立つ椎名博新部会長
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米粉パン専用品種「笑みたわわ」
本年度から試験栽培開始

　

Ｊ
Ａ
し
も
つ
け
と
Ｊ
Ａ
全
農
と
ち
ぎ
は
、
実
需

者
か
ら
要
望
の
あ
る
米
粉
パ
ン
用
に
適
し
た
品
種

の
栽
培
適
地
を
見
極
め
る
た
め
、
専
用
品
種
「
笑

み
た
わ
わ
」
の
試
験
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

５
月
に
生
産
者
や
米
粉
製
造
業
者
ら
と
「
米
粉
用

米
生
産
拡
大
研
究
会
」
を
発
足
。
Ｊ
Ａ
が
栽
培
を
、

実
需
者
が
加
工
適
正
の
分
析
な
ど
を
担
い
、
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
同
Ｊ
Ａ
管
内
の
生
産
者
５
人
が
約

６
ha
に
「
笑
み
た
わ
わ
」
を
作
付
け
し
、
30
ｔ
の

生
産
を
目
指
し
て
い
ま
す
。「
笑
み
た
わ
わ
」
は

小
麦
に
劣
ら
な
い
ふ
っ
く
ら
感
と
米
な
ら
で
は
の

甘
み
と
も
ち
っ
と
感
が
味
わ
え
る
そ
う
で
す
。

生産者の佐藤達さん（左）と早乙女正司さん（右）

毎年恒例のバスツアー
食農体験講座「あぐり親子うきうきクラブ」第２回活動

　

Ｊ
Ａ
し
も
つ
け
は
８
月
22
日
、
食
農
体
験
講
座

「
あ
ぐ
り
親
子
う
き
う
き
ク
ラ
ブ
」
の
本
年
度
第

２
回
活
動
と
し
て
、
毎
年
恒
例
の
夏
休
み
バ
ス
ツ

ア
ー
を
開
き
ま
し
た
。
会
員
親
子
24
組
67
人
が
参

加
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
３
年
前
と
一
昨
年
は
、

２
年
連
続
で
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
昨
年
か
ら
再
開
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
埼
玉

県
秩
父
郡
小
鹿
野
町
に
あ
る
「
秩
父
ふ
る
さ
と
村
」

で
夏
野
菜
の
収
穫
体
験
を
楽
し
ん
だ
他
、
同
郡
東

秩
父
村
に
あ
る
「
道
の
駅
和
紙
の
里
ひ
が
し
ち
ち

ぶ
」
で
伝
統
の
「
紙
す
き
」
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
Ｊ
Ａ
共
済
の
「
地

域
貢
献
活
動
」
の
助
成
を
受
け
て
行
い
ま
し
た
。野菜の収穫体験を楽しむ参加者親子



短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
投
稿
は
各
支
店
ま
た
は
本
店
総
務
課
ま
で

ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

締
め
切
り
は
毎
月
８
日
、
一
人
一
首
（
句
）
で
お
願
い
し
ま
す
。

作
品
は
楷
書
で
丁
寧
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

【
渋
柿
栃
木
支
部
】

白
寿
ま
で
あ
と
千
日
や
と
ろ
ろ
汁

下
野
の
戒
壇
院
や
か
な
か
な
か
な

お
供
へ
の
団
子
の
米
粉
秋
七
草　
　
　

峠
よ
り
入
る
湯
の
里
や
花
薄　
　
　
　

仏
前
に
夫
の
こ
の
み
し
と
ろ
ろ
汁

新
豆
腐
昨
日
に
つ
づ
く
今
日
の
幸

七
輪
の
秋
刀
魚
昭
和
は
遠
く
な
り

百
合
百
本
こ
す
も
す
二
百
庭
領
す

宗
旨
な
き
寺
無
き
墓
地
の
墓
碑
洗
ふ

芒
原
ぬ
け
て
湯
の
豁
黒
玉
子

升
酒
の
面
の
張
力
酌
む
新
酒

【
大
杉
句
会
】

牛
小
屋
に
灌
ぐ
噴
霧
や
秋
暑
し

蜩
や
老
い
て
帰
れ
ぬ
郷
里
恋
ひ
し

倒
れ
て
も
ま
た
上
を
向
く
秋
桜

夕
飯
に
せ
か
さ
れ
急
ぐ
と
ろ
ろ
汁

【
三
杉
句
会
】

　

田
の
轍
に
ひ
か
る
溜
り
水

無
住
寺
も
廃
寺
も
秋
の
七
草
に

秋
の
七
草
復
誦
し
た
る
孫
と
婆

【
う
づ
ま
吟
社
】

山
門
の
甍
を
照
ら
す
既
望
か
な

秋
天
や
間
欠
泉
の
平
家
谷

擂
粉
木
棒
み
じ
か
く
な
り
し
と
ろ
ろ
汁

摺
り
減
り
の
擂
粉
木
棒
や
と
ろ
ろ
汁

非
常
食
の
点
検
二
百
十
日
か
な

幼
子
の
言
葉
は
詩
よ
小
鳥
来
る

ひ
ぐ
ら
し
や
疎
遠
に
な
り
し
母
の
郷

丘
に
建
つ
「
鐘
の
鳴
る
」
碑
や
原
爆
忌

受
刑
者
の
丹
精
こ
め
し
と
ろ
ろ
汁

父
母
に
模
す
跪
坐
の
童
や
魂
ま
つ
り

全
値
上
げ
紅
葉
も
顔
も
赤
く
な
り

残
暑
で
も
月
夜
コ
ー
ラ
ス
虫
仲
間

昔
猫
土
間
で
も
昼
寝
今
の
猫
エ
ア
コ
ン
の
部
屋
ア

イ
ス
ノ
ン
ま
く
ら

シ
ル
バ
ー
大
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
の
宴
の
日
派
手
な

衣
装
に
包
ま
れ
る
媼
（
お
う
な
）

　
　
　

わ
が
や
に
も
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
た
び
た
び
に
く
る

よ
う
に
な
り
は
な
せ
ば
た
の
し
い　

蔓
の
び
て
凌
霄
花
（
の
う
ぜ
ん
か
ず
ら
）
塀
を
越

え
息
子
剪
定
坊
主
刈
す
る

涼
や
か
な
笑
み
を
残
し
て
姑
（
は
は
）
は
逝
く
葉

月
十
日
に
１
０
２
歳
に
て

朝
ま
だ
き
背
を
押
す
虫
の
音
（
ね
）
今
日
も

良
き
身
守
る
絆
笑
顔
に
感
謝

栗とサツマイモ
　毎年 10月第 2月曜日はスポーツの日です。この時期は、秋晴れとなって爽やかで気持ちのい
いイメージもありますが、まだ天気が変わりやすい時期です。毎年、同じ時期に行う運動会でも、
年によっては熱中症になりそうなくらい暑かった思い出もあれば、小雨が降り寒かった記憶もあ
ります。
　10月初めは、まだ東日本や西日本では、真夏日になることもあります。一方で、冷たい雨が降り、
寒くなることもあります。年によって天気が大きく違うということは、日によっても天気や気温
の変動が大きい時期だということです。
　この時期の旬といえば、栗やサツマイモ。どちらも冷たくしても、熱々にしてもおいしくなります。暑い日は、
冷たいマロンティラミスやサツマイモのアイスなどがおいしそうです。寒くなったら、ほくほくの栗ご飯や焼き
芋がいいですね。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　気象予報士●檜山　靖洋

関
口
了
平

大
橋
正
義

大
出
義
子

田
中
政
子

熊
倉
敬
枝

川
俣
ミ
チ
子

関
塚
ト
ヨ
子

下
村
孝
一

渡
邉
き
よ
し

ト

シ

子

岩
瀬
と
き
子

知
久
新
一

福
田
千
代

高
橋
み
ち
子

佐
藤
榮
江

大
橋
正
義

岩
瀬
と
き
子

熊
倉
敬
枝

黒
川
弘
賢

大
出
義
子

村
田
祐
紀

小
出
典
子

太
島
秀
子

大
関
由
紀
江

高
橋
み
ち
子

島
田
和
子

渡
邉
き
よ
し

岩
瀬
と
き
子

上
岡
隆
三
（
藤
岡
）

黒
須
笑
夢
（
大
平
）

古
澤
幸
子
（
都
賀
）

泉　

幸
代
（
栃
木
）

山
川
勝
三
（
壬
生
）

毛
塚　

雪
（
都
賀
）

木
村
陽
子
（
岩
舟
）

石
川
ト
ク
（
藤
岡
）

しもつけ 1₀
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ポイント3倍デーポイント3倍デーポイント3倍デー
10月11日（水）・14日（土）
　　  25日（水）・２8日（土）

ポチカ　ポチカ　ポチカ　
10月の　10月の　10月の　

　オンラインショップ「JAしもつけ青果店」では、旬の梨
をはじめとする新鮮な農作物を販売しています。
詳しくは右のQRコードからご覧ください。
　JAしもつけのホームページにバナーがあり
ますので、そちらからもご覧になれます。

＜JAしもつけ青果店が大好評運営中＞

期間 中

ポチカポイントポチカポイント３倍３倍
直売所の場所を知りたい方はＨＰからチェック

【10月7日（土）～9日（月）】

今年もおいしいお米が収穫されました

◎今だけの味覚‼新米コシヒカリ特価販売‼
◎その他各直売所でお得なイベント開催‼
★愛菜果直売所、生出宿直売所では玄米をその場で精米する「今摺米」で販売‼

８月28日より４直売所では漬物人気投票を開催しました‼
総投票数923票、皆様のご投票ありがとうございました。

栄えある第１位に輝いたのは【ナス漬け】‼443票と全体の約半数の票
を獲得しての優勝となりました。新米フェアではこれを記念しましてナス
漬けの素のセールを行いますので、ぜひお買い求めください♪

優勝は【ナス漬け】
第１回漬物の素人気投票の結果が出ました

新米がおいしい理由、それはズバリ水分量が多く含まれて
いるからです‼水分量が多いため、張りがあり、美しい炊
き上がりになります♪
時間がたつとお米から水分が抜けてしまいますので、今おいしい時期にた
くさんお召し上がりください‼

新米はなぜおいしい？



【実施時期】 １班：令和５年１２月４日（月）～１２月５日（火）大平・藤岡・岩舟地区 
 ２班：令和５年１２月５日（火）～１２月６日（水）栃木・都賀・壬生地区
 ※参加人数等によっては、班が変更になることがありますのであらかじめご了承下さい。

【実施内容】 コース名：成田山新勝寺と房総半島を巡る旅（１泊２日） 
 宿泊先：三日月シーパークホテル勝浦 

【参加資格】 JAしもつけ年金友の会会員（ＪＡしもつけで年金を受け取っている方）
【 参 加 費 】 お１人様２７，０００円（４名様１室利用の場合）
 ※食事（朝１回、昼２回、夕１回）、宴会費、集合写真、バス内飲料等含みます

【実施時期】 １班：令和５年１２月４日（月）～１２月５日（火）大平・藤岡・岩舟地区 
 ２班：令和５年１２月５日（火）～１２月６日（水）栃木・都賀・壬生地区
 ※参加人数等によっては、班が変更になることがありますのであらかじめご了承下さい。

【実施内容】 コース名：成田山新勝寺と房総半島を巡る旅（１泊２日） 
 宿泊先：三日月シーパークホテル勝浦 

【参加資格】 JAしもつけ年金友の会会員（ＪＡしもつけで年金を受け取っている方）
【 参 加 費 】 お１人様２７，０００円（４名様１室利用の場合）
 ※食事（朝１回、昼２回、夕１回）、宴会費、集合写真、バス内飲料等含みます

お申し込み・お問い合わせはお近くのＪＡ窓口までお尋ねください。
　　栃木駅前支店　TEL0282-20-8821　　壬生支店　TEL0282-82-1111
　　栃木東支店　　TEL0282-27-2525　　大平支店　TEL0282-43-2344
　　栃木西支店　　TEL0282-31-1794　　藤岡支店　TEL0282-62-4333
　　都賀支店　　　TEL0282-27-5611　　岩舟支店　TEL0282-55-3333

４年ぶりの開催
皆さまのご参加を
お待ちしています

お申込期限
令和５年10月31日（火）

日時

１ 朝
昼

２

宿泊地行程 食事

※天候・交通事情等により発着時間が変更となる場合があります。

三日月
シーパークホテル
勝浦（予定）

海鮮丼の昼食とお買い物
ザ・フィッシュ（昼食・お買物）
12：20着/13：40発

休憩２回予定
【高速利用】

到着
ＪＡしもつけ管内
17：30着

和食膳の昼食
ドライブイン海老屋（昼食）
12：10着/13：10発

休憩１回予定
【高速利用】

到着
勝浦温泉
15：45着

出発
ホテル
09：00発

海産物などの土産が揃う
潮騒市場（お買物）
09：35着/10：15発

例年11月末から12月上旬が紅葉の見ごろ
濃溝の滝・亀岩の洞窟（見学）
10：35着/11：25発

出発
ＪＡしもつけ管内
08：00発

休憩２回予定
【高速利用】

成田のお不動様
成田山新勝寺（参拝）
11：10着/12：00発

バス　　　　　　徒歩　　　　

しもつけ 1₂
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JAしもつけイメージキャラクター
シモンちゃん

JAふれあいまつり

テーマは「持続可能な農業・地域共生の未来づくり」

５年ぶりに開催
第25回

台風被害
コロナ禍を経て
台風被害
コロナ禍を経て

　JAふれあいまつり当日の経済店舗の営業は、都賀・壬生・大平地区では、まつりの開催時間中の営業とし、栃木
（吹上ほっとコーナー含む）・藤岡・岩舟地区では休業いたします。

地区 開催場所 開催日時

栃木地区 栃木市総合運動公園 12月２日（土）（栃木市と共催）
ＡＭ9：30～ＰＭ3：00

都賀地区 都賀地区営農経済センター 11月18日（土）（JA単独開催）
ＡＭ9：00～ＰＭ3：00

壬生地区 壬生地区営農経済センター 11月11日（土）（JA単独開催）
ＡＭ9：00～ＰＭ3：00

大平地区 大平地区営農経済センター 11月25日（土）（JA単独開催）
ＡＭ9：00～ＰＭ3：00

藤岡地区 藤岡総合体育館駐車場 11月18日（土）（栃木市と共催）
ＡＭ10：00～ＰＭ3：00

岩舟地区 岩舟地区青果物一元集出荷所 11月18日（土）（JA単独開催）
ＡＭ9：00～ＰＭ3：00

しもつけ 1₄



10月
第６回 理事会報告

日　時：令和５年８月29日（火）
　　　　午後１時30分
場　所：アプロニー５階　エメラルドホール

⑴７月末実績検討について

⑵ 総代選挙に伴う選挙管理者及び選挙立会
人等について

⑶ ＪＡ米殻共同計算基本要領の一部改正に
ついて

⑷その他

栃木支局　0282-22-1068

※予約が必要な場合がありますので事前に
　各支店にご連絡の上お越しください

年金についての疑問・質問に、専門の社会保険労務士が
無料でご相談をお受けします。

令和5年10月 22日（日）
栃木市藤岡町赤麻1740
℡（62）4333
令和5年10月 28日（土）
栃木市都賀町原宿874－1
℡（27）5611
９:00～ 15:00

藤 岡 支 店

都 賀 支 店

マイホームの新築・購入、リフォーム、他金融機
関からの住宅ローンのお借換などご相談承り
ます！マイカー、教育資金のご相談も承りま
す！！お取引はこれからというお客様もお気軽
にご相談ください

アプロニー2階
ローン相談コーナー

栃木市河合町3－26

お問合せ：0282-24-1084

9：00～16：00

日時および会場

休日ローン相談会
のご案内

休日ローン相談会
のご案内

毎月第２土曜日 ・第４日曜日毎月第２土曜日 ・第４日曜日

しもつけ15



　
　

　JAしもつけ公式インスタグラムのフォロワーが１０００人に到達いたしました！これもひとえに日頃よりご覧いただいている皆さま
のおかげだと心より感謝しております。今後も、JAしもつけの魅力や皆さまに役立つ情報をお届けしてまいりますので、どうぞよろし
くお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（編集担当Ｎ)

編集
後記

令和５年 10月１日発行No.294

「読者からのお便り」「まちがい探し (クロスワードパズル )」へのご参加お待ちしています

　お便りをいただいた方に抽選でステキな商品を差し上げます。ハガキ・封
書での郵送、ファックス、Ｅメール、あるいはＪＡ職員にお渡しください。
締切は毎月２０日（２０日が土・日・祝日の場合は、その次の営業日）必着。
なお、感想やコメントは『読者からのお便り』に使用する場合がありますので、
ご了承の上ご応募ください。

【あて先】
〒328-0053　栃木市片柳町 2-1-44
　　　　　　　 ＪＡしもつけ総務課　広報係
【ＦＡＸ】0282(24)7882
【Ｅ -メール】hp-info@ja-shimotsuke.or.jp
①「おたのしみコーナー」の答え
② 「読者のお便り」へのコメントや広報誌の感想、
最近思う事
③ 郵便番号、住所、氏名 (ふりがな )、年齢、電話
番号をお忘れなく

９月号の当選者はこちらの方です。おめでとうございます。
　髙瀬　千賀子さん(大平)

　

栃
木
地
区
の
石
崎
登
さ
ん
・
久
子
さ
ん

夫
妻
は
、
今
年
初
め
て
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ

チ
ャ
「
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ジ
ャ
イ
ア
ン

ト
」
の
栽
培
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
栽
培
を

始
め
た
き
っ
か
け
は
、
同
Ｊ
Ａ
が
発
行
す

る
広
報
誌
「
し
も
つ
け
」
の
記
事
。
ジ
ャ

ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
の
栽
培
を
す
る
永
島
巌

さ
ん
（
藤
岡
）
の
記
事
を
読
み
、
久
子
さ

ん
が
「
読
者
か
ら
の
お
便
り
コ
ー
ナ
ー
」

に
コ
メ
ン
ト
を
投
稿
し
ま
し
た
。
コ
メ
ン

ト
を
読
ん
だ
永
島
さ
ん
が
、
感
謝
の
気
持

ち
か
ら
、
Ｊ
Ａ
を
通
じ
て
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ

チ
ャ
の
苗
を
石
崎
さ
ん
に
贈
り
ま
し
た
。

●
ヨ
コ
の
カ
ギ

１　

 

秋
桜
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
花

２　

有
効
利
用
さ
れ
て
い
な
い
土
地

３　

 

イ
ガ
に
守
ら
れ
た
実
が
な
り
ま
す

４　

 

野
球
で
は
右
翼
手
と
い
う
こ
と
も

５　

小
説
家
が
つ
づ
る
も
の

７　

 

寒
く
な
る
頃
に
日
本
に
飛
ん
で

く
る
も
の
も
い
ま
す

９　

 

春
日
局
は
徳
川
家
光
の
―
―
で

し
た

11　

 

刺
し
身
に
の
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
る
花

12　

手
紙
の
こ
と
。
往
復
―
―

13　

 

絵
を
描
い
た
り
粘
土
細
工
を
し

た
り
す
る
教
科

15　

ロ
ー
マ
や
カ
イ
ロ
、
マ
ニ
ラ
な
ど

16　

 

日
本
海
に
大
き
く
突
き
出
た
―

―
半
島

17　

 

白
川
郷
や
下
呂
温
泉
で
知
ら
れ

る
県

●
タ
テ
の
カ
ギ

１　

 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
固
有
の
動

物
。
子
守
熊
と
も
い
い
ま
す

３　

 

ス
ペ
ー
ド
、
ハ
ー
ト
、
ダ
イ

ヤ
、
―
―

６　

 

な
る
べ
く
―
―
嫌
い
を
せ
ず
に

食
べ
て
ね

７　

 

２
枚
の
書
類
に
ま
た
が
る
よ
う

に
は
ん
こ
を
押
し
ま
す

８　

 

カ
ラ
オ
ケ
で
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー

10　

 

Ｈ
Ｐ
と
表
さ
れ
る
仕
事
率
の
単
位

14　

 

秋
の
夜
長
に
ペ
ー
ジ
を
め
く
り

つ
つ
楽
し
み
ま
す

16　

木
材
を
切
る
道
具

18　

天
井
と
向
か
い
合
っ
て
い
ま
す

19　

絹
ご
し
や
木
綿
が
あ
り
ま
す

20　

リ
レ
ー
の
選
手
が
つ
な
ぐ
物

パズル？ 頭の体操
二重マスの文字をA～Eの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？

出題●ニコリ

②…唐揚げの大きさが違う　⑤…帽子のつばが上がっている　⑨…ストローが真っすぐ
⑪…おにぎりが1つかじられている　⑫…トマトがブロッコリーになっている

９月号
まちがい探しの答え

月月
今 月 の 　 　 っ ！ 楽 し み今 月 の 　 　 っ ！ 楽 し みお
　このコーナーでは、地域で活躍する皆さんの紹介や大好評「クイズコーナー」、広報誌
の編集担当者がチラッと語らせてもらう編集後記をお送りいたします。
　このコーナーでは、地域で活躍する皆さんの紹介や大好評「クイズコーナー」、広報誌
の編集担当者がチラッと語らせてもらう編集後記をお送りいたします。

９月号の

当 選 者

広
報
誌
通
じ
て
広
が
る

　
　
　
　
　
組
合
員
の
輪

1010

パズル？ 頭の体操

しもつけ 1₆


